
 

平成平成平成平成２２２２２２２２年度海年度海年度海年度海のののの安全運動安全運動安全運動安全運動についてについてについてについて 

 

【期 間】 

    平成２２年７月１日から同年８月３１日まで 

 

【趣 旨】 

  横須賀海上保安部管内では、昨年１年間に６５隻（前年比１件増）の船 

 舶海難が発生し、その内、プレジャーによるものが４４隻（前年同隻）となっ

ております。 

  これらの海難を未然に防止することを目的として、マリンレジャーが活発 

化する夏の時期に海の安全運動を実施します。 

    今年度は、「見張り不十分又は操船不適切による衝突海難の防止」「自己救

命策の確保の徹底」の２つを重点事項として海の安全運動を実施しています。 

 

 １１１１     見張見張見張見張りりりり不十分又不十分又不十分又不十分又はははは操船不適切操船不適切操船不適切操船不適切によるによるによるによる衝突海難衝突海難衝突海難衝突海難のののの防止防止防止防止       

  過去１０年の船舶海難の発生状況によれば、海難種別では衝突海難が最も多

く、原因としては、見張り不十分、操船不適切と人的要因が７０％を越えてお

ります。 

  このため、引き続き本年も「見張り不十分又は操船不適切による衝突海難の

防止」を呼びかけております。 

 

 ２２２２ 自己救命策自己救命策自己救命策自己救命策のののの確保確保確保確保のののの徹底徹底徹底徹底 

  平成２１年度の三管区における船舶海難及び人身事故発生状況によれば、マ

リンレジャー中以外の海中転落者は３１名（前年比７名減）で内死亡・行方不

明者は２１名（前年比７名減）、釣り中の海中転落者は２７名（前年比６名減）

で内死亡・行方不明者は１３名（前年比１２名増）と海中転落者は減少してお

りますが、死亡・行方不明者は増加しています。 

  このため、海中転落した遭難者が無事生還するために「有効なライフジャケ

ットの常時着用」、「連絡手段（携帯電話）の確保」、「１１８番の有効活用」

を基本とする「自己救命策の確保」を呼びかけております。 

 

                                           （横須賀海上保安部） 

 

 

 

 


